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1. ま え が さ

埋設管や トンネルなどのような地中構造物は周辺地盤

の加速度よりむしろ地盤のひずみと密接な関係にある.

しかし,地震時地盤ひずみの観測資料は少なく,地中構

造物の耐震設計に活用できる情報は不十分である.本観

測では,地震動と地震時地盤ひずみに関する資料を得る

ことを目的とし,次の3つの地震観測を実施している.

(1) 地震動の高密度アレ-観測1),2'

(2) 地盤ひずみの直接観測

(3) 地下埋設管の挙動の観測

アレ-観測は地震動の把捉と立体的な地盤ひずみの推

定を目的としている.地盤ひずみの直接観測は地盤ひず

みの資料を集めると同時に,アレ-観測から推定される

地盤ひずみを検証することに用いられる.最後の観測は

地中構造物の一例として地下埋設管をとりあげ,地坐ひ

ずみと地中構造物の地震時挙動との関係について調べ

る.

以上の観測は東京大学生産技術研究所千葉実験所構内

で実施しており,(1)の観測は1982年4月中旬,(2),
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図1 土質柱状図の代表例 (観測孔Co,P5,P6)
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(3)の観測は同年 12月末より開始している.なお,アレ

-観測から得られる地震動の記録は一連の研究の中の弱

小モデルの地震観測における入力地震動の資料として利

用される.

2.観測地区の土質

アレ-観測はおおよそ110m を一辺とする三角形状

の領域内で実施している.地震計を埋設するためのボー

リング孔 (以下では観測孔と呼ぶ)11箇所で土質柱状図

を待ているが,図1はその内の三角形の頂点に相当する

所での土質柱状図を示している(位置は図3参照).他の

所の土質柱状図もほぼ類似であり,おおむね地表面下

4-5m までがローム層,その下 3-4mが凝灰質粘土

層,さらにその下が砂層となっている.N値はローム層

と凝灰質粘土層においては10以下,砂層に入 って
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図2 観測孔C｡に料ナるPS検層結果












